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香里ケ丘図書館・香里ケ丘中央公園の整備説明会の記録 

日時：平成 29年 12月 2日(土) 午後 1時 30分～3時 50分 

場所：香里ケ丘図書館集会所 参加 60人 

 

この記録は、説明会で出されたご質問・ご意見並びに回答の要旨を記したものであり、テ

ーマ毎に編集しています。 

 

市民意見に基づき、資料説明前に 11月 30日の質疑応答状況を簡単に説明。 

 

１．説明 

 ・これまでの経過と図書館・公園の機能連携について 

 ・公園の整備、機能連携について 

 ・図書館のゾーニングとスケジュールについて 

 

２．質疑応答 

【コンセプト・設計について】 

Q：公園と図書館をつなぐ必要はあるのか。ボールを持った子供たちが図書館に流れ込んで

くるのではないかとの不安がある。公園と図書館をつなぐのではなく、分けて設計して

欲しい。 

A：本市には、中央図書館、楠葉図書館、牧野図書館など公園に隣接する図書館が多くあり

ます。運営する中で、子供たちが騒ぐ場合は指導するなど、良い効果を生みだしたいと

考えています。子供たちが公園で観察した鳥や虫を図書館で調べるように促せればと思

います。 

 

Q：駅前開発の賑わいのような表現は、図書館にはふさわしくない。自習禁止にしているの

は、子供たちが賑やかにするからではないのか。賑やかでは無い方が集まることもある。 

A：静かな図書館が良い、和やかで入りやすい図書館が良いなど様々な意見があります。図

書館は敷居が高く入りづらいとの意見も頂いています。静かに図書を読む空間は奥に、

子供に読み聞かせが出来る空間を手前にするなど、館内においてゾーン分けをしていき

ます。 

 

Q：図書館の建替えは構わないが、公園に手をつけてはいけない。香里地区の A・B・C 地

区の緑が開発によって失われている。D 地区の緑は保存しなければならない。 

A：プロポーザルの提案は、あくまでイメージ図であり、その通りの整備を行うものではな

い。皆さまの意見を踏まえ、3 月に整備案をお示しします。 

 

【図書館整備等について】 

Q：今の図書館も当時はガラス張りになっている面があったが、暑さ等の対策かと思われる

が、途中で塗装等をしている。この計画も同じようになるのではないか。またガラス面

にも不安が残る。 
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A：プロポーザルでの設計案の図については、あくまでもイメージ図であり、皆さまのご意

見を踏まえたうえでの修正変更を検討していきます。 

 

Q：死角が生じ危ないので、ソーラーパネルは小さなパネルのものを並べるほうがいい。建

物の丸カーブの形状は建設費が高いので不要である。風力発電は人体に影響が出るとい

う見解があるから、よく検討して欲しい。 

A：丸より四角がいいとか、大きいパネルより、小さいパネルの方が良いというご意見につ

いては検討し、予定している 3 月には案を示したいと思います。 

 

Q：本の数が限られているのではないか。もっと増やして欲しい。 

A：当初、開架数：5 万、閉架数：5 万であったものを見直し、開架数：6 万、閉架数：4

万にしています。図書スペースとしては、282 ㎡から 560 ㎡と倍増していますが、ゆっ

たりとした空間を確保するためのものとしています。ゆっくり座って読書が出来る空間

を創出したいと考えています。 

 

Q：図書館は内容にもっと工夫をするべきではないのか。 

A：利用やサービスの方法については模索し、より良い事業を展開し、アピールが出来る運

営をしていきたい。 

 

意見：開館前に高齢者が外で待つのは辛い。中で待てるようなスペースがあると良い。 

 

意見：森に囲まれている図書館であるべき。 

 

【公園整備について】 

Q：設計案では、法面の傾斜等、子供等が利用するのに危険を感じるので、安心安全の設計

をお願いしたい。 

A：設計案であり、公園利用者にとって安全・安心につながるような公園整備を検討してい

きます。 

 

Q：公園と図書館をつなぐ場合、木は切るのか。また公園整備の際、工事車両の乗り入れ、

現場事務所のためなど、工事に支障きたす木は切るのか。 

A：必要最低限、支障となる木は伐採します。工事車両や現場事務所の為に木を切ることは

ありませんし、切る必要のない木までは切ることはありません。 

 

Q：森の中の図書館に見えるが、別物にして欲しい。芝生は作ってまでは要らない。自然を

作るのではなく、使って欲しい。鳥や虫が生息する原生林を伐採することは、環境破壊

につながる。公園を使って子供たちが観察し調べることは難しい。 

A：設計案であり、樹林地をどのように整備するのが良いか、ご意見頂ければと思います。 

 

Q：山を削ってまでの駐車場の拡大は考え直して欲しい。台数の意見は色々とある。やり取
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りする時間が必要では。 

A：設計案であり、山を削らずに台数を確保する検討をしていきたいと考えています。 

 

Q：図書館東側の森には狸がいる生態系を壊さないで欲しい。外来種でも木を切るのは必要

最低限にして欲しい。 

A：倒木などに対する安全確保を行う際に支障となる木は必要最低限切ることになりますが、

それ以上の伐採は考えておりません。図書館周囲の法面や外来種の伐採、安全安心につ

ながるような整備を検討している中で、どのような整備が良いかご意見頂ければと思い

ます。 

 

意見：公園の緑がなくなって心配している。公園に手をつけるな。太陽がないと生きてい

けないのと同じで、緑がないと人間は生きていけない。 

 

意見：薪ストーブ、チップなどの循環利用の促進、また動植物に触れ合う事が出来る場、

ビオトープなどを整備して欲しい。 

 

意見：大阪府が取り入れている森林税を考えたら、木を切るのはいかがなものか。 

 

【公園管理について】 

Q：小公園の上のほうにある松の土嚢が腐って、下の公園に流れて来ている。声を聞くとい

いながら、日常管理がされていない。根が出ると危ないから、そういったものは切って

欲しい。 

A：遊具等の利用者の安全を確保する必要があるものから順に対応している状況です。木矢

板など老朽化している部分についても工事の予定をしております。 

 

Q：旧バラ園とは放置によるものか、それとも廃止したものか。 

A：過去にバラの棘が危険であると意見を頂戴したこともあります。バラは切っておらず、

自然に枯れてしまった状況です。 

 

Q：市の説明で、業者からの課題について認識しているといっていたが、職務怠慢である。 

A：市としても、できる限りの対応はしてきているが、十分に手が回っていない部分もある

ことは申し訳ないと思っております。 

 

【スケジュールについて】 

Q：２年以上かかるスケジュールを短縮して欲しい。検討の余地は無いのか。長い時間図書

館が無いのは困る。 

A：スケジュールにありますよう、平成 30 年 4 月から図書館の解体工事が始まり、順に公

園工事等を行っていく必要がある為、タイトにしても期間はかかります。ご理解下さい。 

 

Q：閉鎖期間、南部生涯学習市民センターにて代替機能を有すると聞いているが、新聞、月
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刊誌等はどのように扱う予定か。 

A：南部生涯学習市民センターは人気のある施設で、利用率も高い状況です。借り受けるス

ペース等に合わせて、そのようなサービスについても検討していきたいと思います。 

 

Q：スケジュールの３月説明会時点の設計の進捗状況は。 

A：3 月には、基本設計を示し、意見反映についても説明していく考えです。 

 

【意見聴取について】 

Q：ワークショップが必要ではないか。アンケートは誘導的なものに感じる。賛成、反対の

各意見について調整をする事が必要である。市民との対話が必要である。ワークショッ

プが開けないなら、市民説明会を２～３回は開くべきである。みんなで話し合う場が必

要である。 

A：ワークショップを開催することは出来ませんが、説明会での質疑応答も対話と考えてお

ります。また、アンケート期間外においてもご意見をお聞きいたします。 

 

【その他】 

Q：本事業の責任はどこの部署にあるのか。 

A：各施設の事業については、各担当部署が対応することになります。全体としては、各部

署同士が連携を取りながら進めていきます。 

 

Q：図書館、公園の各整備費、運営費は。 

A：実行計画上、図書館の整備は 7.56 億円、公園の整備は 8,300 万円です。運営費につい

ては、整備案を検討中の現段階ではお示しすることは出来ません。なお、プロポーザル

の提案の活用についても検討したいと考えています。 

 

Q：国の交付金はいくらか。 

A：国の交付金は、図書館を建替えるにあたり 3.3 億円を予定しています。 

 

Q：分室を減らすのではなく、どのようにしたら残せるのか考えて欲しい。枚方市の宝物で

ある。 

A：利用状況を踏まえたうえで、地域の方と話し合いをしている所です。平成 30 年度にま

とめる予定です。 

 

Q：図書館の条例改正について、なぜ行うのか説明して欲しい。 

A：平成 31 年に予定しており、指定管理者制度についての条例改正となります。香里ケ丘

図書館建替え基本計画でお示ししたものを、議会や市民に公表するとともに、教育委員

会にて意思決定をしています。 

 

意見：公園と図書館のアクセスは必要かと考える。公園で遊び、図書館に行くという意識

を植え付けるのに良い。 
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意見：この周辺地域の開発地の法面に光が反射してマンション住民が困っている。税務大

学の払い下げも行われると聞いている。緑を大切にして欲しい。 

 

意見：人が入らなくても、森は自らで管理出来ているものである。 

 

意見：時間制限をせず、質疑があるならフレキシブルに対応すべき。 

 

意見：スクリーンに質疑応答内容、各担当部署などを投影したらわかりやすかった。 

 

意見：文字化しわかりやすくするなど市民の目線に立った説明をして欲しい。 

 


